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JANPUホームページ：高度実践看護師教育課程について 2

https://www.janpu.or.jp/activities/committee/point/

高度実践看護師教育課程申請に関する、説明動画・要項・Q&A・各種申請様式は以下のURLから
閲覧（取得）することができます。

https://www.janpu.or.jp/activities/committee/point/


プルダウンで各種
様式が現れます

JANPUホームページ：高度実践看護師教育課程について（続き） 3

よくある質問についてはQ&Aをご確認ください



7月中

教育課程の中身ではなく、書類の不整合や記載ミス等に
ついて申請校窓口担当者へ連絡、再提出を依頼します

申請校：申請書類一式提出（紙媒体での提出）

８月上旬 事務局：申請書類不備チェック、申請校へ再提出依頼

申請校：事務局より「申請書類データ」提出の依頼を受けて
指定のクラウドサービスへ電子ファイルをアップロード

８月中下旬

８月下旬～ 共通科目審査

9月中旬～ 専門分野審査
共通科目の修正依頼は、湯浅美千代委員長から、
専門分野の修正依頼は、事務局から申請校窓口担当へメール連絡します

申請校：指定の期日までに、修正書類をメールで提出いただきます
（修正のやりとりが複数回行われる場合があります）

高度実践看護師教育課程認定委員会および各専門
分野分科会にて申請内容の確認・修正依頼、認定

5月末まで 事前相談申込（6月30日迄が相談対応期間）

高度実践看護師教育課程申請に係るスケジュール 4

事前相談は、Q&Aのｐ7のQ32を参照
手続き・提出方法などの問い合わせは随時承っています

※参照ページ：要項ｐ27～34申請手続き、p58～64申請書類・添付資料を参照
※書類は両面出力可です。
※適宜、インデックスを付けて整理ください。



1月末
認定表は、送付した照合表を基に、該当の認定表様式（様
式6、7）を作成いただきます

事務局：申請校へ審査結果通知・照合表送付
（認定表提出依頼）

2月上旬 申請校：認定表の提出

事務局：申請校へ認定証の送付および申請書類の最終ファイル提出依頼2月中下旬

3月末まで 申請校：事務局からの最終ファイル提出依頼を受け、
指定のクラウドサービスへ「申請書類 最終データ一式」をアップロード 審査の過程で修正等を行った書類も含め、

最終データ一式を提出いただきます

JANPU理事会での正式承認後（審査結果通知後）に、申請内容に変更が生じた場合（担当教員の交代など）は、
直ちに事務局まで連絡ください。
その変更に係る部分の書類を該当分科会で審査を行い、再承認を得る必要があります。

高度実践看護師教育課程申請に係るスケジュール（続き） 5

JANPU理事会にて、高度実践看護師教育課程認定委員会による
2024年度認定結果の正式承認

2025年
１月下旬

※最終データは、色付き文字やマーカー（ハイライト）は外して
文字はすべて黒字にしてください



提出していただく書類（新規申請）

• 要項p.58 p.61を確認

• 様式1-1

• 共通科目：様式2-1、2-2、シラバス案、様式14-1、15-1

• 専攻教育課程：様式3-1～3-15、シラバス案、実習要項、実習施設機関概要、

  様式14-2、15-1、15-2

• 学則案、履修規程案、内規案、教育課程案

※高度実践看護師の教育課程である旨の明示箇所、

 １単位何時間か、1回の時間は何分か、を示している箇所

 をマーキング（特に1回の時間が90分でない大学）

• 申請時に、コース名、科目名に間違いがないかを確認
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※書類は両面出力可です。
※適宜、インデックスを付けて整理ください。



• 要項p.59 p.62を確認 ＊再申請ではない

• 様式1-2

• 共通科目：様式2-1、2-2、前回認定時の照合表、様式9-1、

シラバス等、様式14-1、様式15-1

• 専攻教育課程：様式3-1～3-15、前回認定時の照合表、様式9-2

シラバス等、実習要項、実習施設機関概要、

様式15-1、15-2、様式10、11

※1回の時間が90分でない大学は、その旨を示す学則や内規等

（該当部分のみでよい）を添付してください。

提出していただく書類（更新申請）

＊最新の審査規準にそって準備してください
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※書類は両面出力可です。
※適宜、インデックスを付けて整理ください。



• 要項p.60 p.62を確認

• 様式1-1

• 共通科目：様式2-1、2-2、前回認定時の照合表、様式12-1

変更する科目のシラバス等、様式14-1、様式15-1

• 専攻教育課程：様式3-1～3-15、前回認定時の照合表、様式12-2

シラバス等、（実習科目の変更の場合は、実習要項、実習施設機関概要）

様式14-2、15-1、15-2

※1回の時間が90分でない大学は、その旨を示す学則や内規等

（該当部分のみでよい）を添付してください。

※実習科目と連動する科目については、両者とも変更する必要が

ないかを確認してください。

提出していただく書類（科目内容の追加・変更申請）

＊最新の審査規準にそって準備してください
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※書類は両面出力可です。
※適宜、インデックスを付けて整理ください。



• 様式13

• 変更の届け出も、7月1日（月）～31日（水）必着となります。

提出していただく書類（科目名称等の変更）
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• 2月頃に認定のご連絡を差し上げた後、認定開始前の変更は、

再度審査を受けることになります。（教員の交代等）

• 認定開始後の変更について

・担当教員の変更、実習施設の変更は申請不要

・科目内容を変更する場合は、内容の変更申請が必要（審査を受ける）

10

注意事項



お問い合わせ・間違いが多いポイント ① 11

● 科目追加や内容・単位変更の審査料について

１科目につき22,000円となりますが、この１科目とは日本看護系大学
協議会の基準で示している科目毎となります。

以下は「がん看護の照合表例」ですが、実習Ⅰ～Ⅳを複数変更する場合
でも、日本看護系大学協議会のがん看護実習科目は【１科目】扱いです
ので、審査料は22,000円です。

審査料に係る科目数については、必ず、申請する専攻分野の教育課程
基準、自校の照合表をお確かめください。



お問い合わせ・間違いが多いポイント ② 12

● 様式１５－１の書き方について

この欄は、貴学大学院のAPN教育課程（共通科目を含む）で
担当する科目名を入れてください。
学部や他の教育課程についての記載は不要です。

なお、科目担当者が実習指導を行う場合、担当科目名に実習
に関する科目を記載いただければ、
実習指導者の経歴書（様式15-2）の提出は不要です。

着任前でしたら、 〇〇大学〇〇学科（2025年4月
着任予定）等と予定されていることがわかるよう記
載ください。

以下は記載例となります。本様式は、申請する教育課程を担当することが可能であると証明するための書類となります。



お問い合わせ・間違いが多いポイント ② 13

● 様式１５－１の書き方について（続き）

申請する科目を担当できることを証明できるように、
関連するものを記載してください。

貴大学大学院や学部での担当科目についてもこちら
に記載してください。

今回申請する科目を担当できることを証明できるよ
うに、関連するものを記載してください。（たくさん
記載する必要はありません）



お問い合わせ・間違いが多いポイント ② 14

ここまで記載しなくてもよいですが、既に記載されて
いるのであれば削除する必要はありません

病院等の職員や一般市民等に対して行った教育活動
で、科目に関連するものがあればお書きください

ここまで記載しなくてもよいですが、既に記載されて
いるのであれば削除する必要はありません

● 様式１５－１の書き方について（続き）

申請されている科目・単元に関する教育業績または
研究業績が明記されていない等、不足している場合
は追加で記入をお願いする場合がございます



お問い合わせ・間違いが多いポイント ③ 15

● 申請書類データ提出用フォルダの階層例について

要項30ページに≪提出用フォルダの階層例≫がありますが、
わかりやすいようフォルダ分けしていただければ、この例通りに作成
いただかなくても結構です。
（ファイル名についても同様に、例通りでなくてもファイル内容がわか
るようにしていただければ構いません）

審査申請書は、押印済み書類のスキャンデータを格納ください。
また、教育課程を複数申請する場合は、同じ審査申請書データを
それぞれのフォルダに格納ください。

提出するファイル一覧、または目次をご用意願います。
「科目別教員一覧」も作成いただきご提示ください。
書式はございませんので、書き方は任意でお願いします。

同じデータで結構です



16お問い合わせ・間違いが多いポイント ④

● シラバスの記入について

単位数、時間数を記載（時間数は1コマが何時間か分かるように）。
シラバスの書式上、記載ができない場合は、別途単位数、時間数が
分かる書類（任意で作成したものでも可）を提出してください

授業計画は、1回毎の担当教員、授業内容を可能な限り具体的に
記入してください
（授業タイトル、項目だけや内容が分かりにくく、審査にあたり情報
が不足している場合は、問い合わせをさせていただく場合がござ
います）



17お問い合わせ・間違いが多いポイント その他①

● 様式1-1申請書に記載されている教育課程名・コース名で登録をいたしますので、正しい名称をご記載願います。

● 照合表・シラバス・実習要項・経歴書における情報の不一致（不備）が多々あります。
ご提出前に今一度、ご確認をお願いします。

例）科目名称が照合表とシラバスで不一致。
同じ科目を担当するＡ先生とB先生の経歴書で、担当科目名が不一致。
経歴書に、担当していない科目が記載されてる。逆に、担当する科目が記載されていない。
実習要項内に担当名の記載がないため、シラバスや経歴書では実習担当者となっているが、整合が取れない。
実習施設の名称が、実習要項と実習施設概要で不一致。 など

● 照合表やシラバス等における「専門看護師」の表記・・・区別する必要がなければ「高度実践看護師」と記載ください。

● 更新申請および科目の追加・内容・単位変更申請時の照合表は、変更した部分（文章・言葉）を
赤字にしてください。前回認定時の照合表と見比べますので、変更した部分は全て赤字更新いただき、
校閲表示、取り消し線等は必要ありません。

● 更新申請に合わせて【大学・研究科・教育課程・コース・科目名の変更届（様式13）】の提出は必須ではありません。
  ただし、既認定の情報と更新申請時の情報が違う場合に誤記載か否かの判断が付かないため、『大学・研究科・
教育課程・コース』名が変更されている/する場合は、その旨の簡単なメモを付していただけますと幸いです。
※既認定の科目名を変更する場合、照合表の科目名は変更点として赤字で記入してください。
※様式13をご提出いただいても結構です。



18お問い合わせ・間違いが多いポイント その他②

● 様式9-1，9-2「更新時の変更に関する説明書」において、更新申請内容と変更点・変更に関する説明が合致して
いない場合があります。
特に「担当教員」の変更記載がないことが多いのでご注意ください。
また、前回認定時の照合表と申請する照合表の変更点の記入漏れにもご注意ください。

● 様式10の「専門看護師認定者数」は、その年の認定者数ではなく、その年度の入学者が何名認定されたかを記載
いただきます。なお、修了生がいない直近の年度入学者の認定者数欄には、「0名」と記載ください。

● 認定証は、様式1-1申請書に記載の申請者名宛にて作成いたします。
申請者が看護学科長でしたら、認定証は看護学科長名を記載し発行されます。

● 実習施設概要には、実習受け入れ状況、専門看護師や認定看護師の数を記入してください。

＜お願い＞
9月～12月に内容修正や追加書類提出のお願いをいたします。期日までの時間が短いため、窓口担当の皆様には
メールの受領連絡や、メールでの書類提出など、細かい連絡へのご対応をお願いいたします。担当の教員の皆様も含
め、不在になる期間があるようでしたら、代理の方に連絡のメールが転送されるよう、ご対応ください。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 提出していただく書類（新規申請）
	スライド 7: ＊最新の審査規準にそって準備してください
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18

